





























































































































































































































































た事項で､ ｢汽機｣の欄が､ ｢汽機｣と ｢蒸気タービン｣に細分されている
こと､また､一日就業時間が､同じく ｢普通ノ場合｣と ｢徹夜ノ場合｣に細分










無視すれぼ 最も目立った改正点は､原料の需要高 雅類 ･数量 ･価翻 り欄
を新設していることである｡それから燃料の消費に関して､石炭の消費高のみ
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古島敏雄 『産業史ⅠⅠⅠ』 (体系日本史叢書12)､山川出版臥 1%6年､見2ページ｡
とくに､70-141､354-484ページ｡



























｢近代化による環境変化の地理情琴システム｣ 代表 西川 治),AO4班
｢環境変化における人間活動の役割J (研究代表者 田ヰ櫛 口))の一部を
あわせて使用した｡
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